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　　　　　　　　　　　　　　　 「東南」から 「南東」へ
「東南」 か ら 「南東」 へ
　　 とある言語史論の 一・例
尾　 形　 佳　 助
1.史 実の在 りか
　 当た り前の ことだが、歴史の ことを論 じる際 に、 なにはさてお き重要 に
な るのが史実で ある。 かって はこうだ った とか、歴史上 こういう出来事が
あ った らしい とかい った事柄 に関す る確か な情報、 それな しに歴史の話 は
始 ま らない。 史実 に関す る確 かな情報 とは、 しか し、 ど こに行 けばそれを
手 に入 れ ることがで きるのか。
　 SFな ら時間 を巻 き戻 して見 聞 き したい過去 の時点 に舞 い戻れ ばいいわ
けだが、 それがか なわない となれば、 あとは、 いまあるもので何 とかす る
しかない。 いまある もので、史実 を知 るのに役立っ もの とは何 か。
　 常識的 には、過去 の事実を今 に伝え る遺物の類 がその代表格 となるだろ
う 。
　 たとえば家の納屋か ら古 い時代の柱 時計が出て きた ら、 それ によって、
ひと しきり時計 の歴史 について話 がで きるだろ う。何万年か前の古 い地層
か らヒ トの化石が出て きた ら、 それ は人類 の歴史を知 りたいと思 って いる
学者 には貴重 な情報源 となるにちが いない。 日本語 のアクセ ン トに興 味を
もつ者 には、古 い辞書 の類で単語 の音調 の ことまで正確 に記載 して くれて
いる ものがあれば、 それ は何 よ りの福音 となる。
　 ただ、 そ うい う遺物の類 は、 そ う潤沢 にあ るもので はないだ ろ う。 それ
らが多 くはいっ しか消失 して しまう ものであ ることを思 えば、 む しろない
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のが普通 と思 うべ きであろ う。現 になければ どうす るか。
　過去 の遺物 がだめな ら、過去の遺物以外の もので、史実 を うかがい知 れ
る ものを探す ほか はない。
　 たとえばある本 には、胎児 の姿 を最初期か ら順 に3段 階に分 けて写生 し
た ものを、左か らイ ヌ、 コウモ リ、 ウサギ、 ヒ トの順 に並 べて一・覧表 に し
た図表が掲載 されている。 それな ど見 れば、 いかに も各種動物 は、 もとは
同 じ先祖か ら進化 して きた ものである らしい ことが素人 目に もわか る。成
長 が進んだ段階 に比べて最初期の段階だ と、 ほ とん ど見分 けがっかない く
らいにそれ らは互 いによ く似て いるか らであ る。 これな どは、純粋 に同時
代的な産物か ら史実を うかがい知 ることので きるものの一例 となるだろ う。
　 胎児の姿 の比較 が大 げさな ら、庭先 の植物 で も似 たような ことは体験で
きる。 たとえばキ ャベ ツと大根 は、成体 は似て もにっかないが、両者 はい
ずれ も同 じアブラナ科 とい う種 目に属 す る植物であるとい う。 そういえば、
発芽後す ぐの双葉 の段階 だ と、両者 は見分 けがっかない くらいによ く似 て
いる。 ど うや ら幼少期の姿 を見 ると、 それ らが同 じ科 に属す る植物か どう
かが素人 目に もあ る程度 はわか る もの らしい。 ところで、同 じ科 に属 して
い るとい うことは、言 い換 えれば、それ らが起源 を同 じくす る植物 である
とい うことにちが いない。 こう して、 同時代的な産物 に他 な らない植物 の
姿 か らもまた、植物 の歴史 に関す る重要 な知見が得 られ ることになる。
　 もっとも、史実 とい うな ら、 ほかな らぬ 自分 の身体 がまさに史実その も
のだ。 自分 の体 に自分 の親 の身体 的特徴が深 く刻み込 まれていることは、
だれ もが 日常 よ く知 るところであろ う。親 たちもまた、 それぞれ同 じこと
を感 じて生 きて きたにちがいない。
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2.こ とばの歴史 の見つけ方
　 翻 って、 ことばの歴史 はど うか。
　 代 々受 け継がれ る もの、過去 に類似 の ものが存在 した ことを前提 と して
しか存在 し得 ない もの、 とい う意味で は、 ことば も生物 と同類 だ。それな
ら、 いま現在の同時代的 な言語現象 にも史実 を うかがわせ る情報が多数含
まれていて不思議 はないだ ろう。
　 たとえば田舎のみや げ物屋 の店先 に はいわゆ る方言 のれんが陳列 してあ
る。 その中の大根 の欄 を見 ると、「デーコ ン」 とある。 どうや らaiという
音声 はe:と い う音声へ と変化 しうる もの らしい。 その記載 を見 て、 そ う
人 は思 うだろ う。 すなわち、「デーコ ン」 とい う今 あ る方言 の形か ら、人
は日本語の音声 の歴史 を暗 に読 み取 っているわ けだ。
　 aiからe:への変化 な ら、 わざわざ方言の話 を持 ち出す まで もない。 こ
の現象 な ら、 まさに自分 の身 の上で起 こってい る現象で もあるか らだ。痛
覚 を表現す る言葉 は正式 には 「イタイ」で あろ うが、痛 みを感 じたその瞬
間 に人 の口をっ いて出て くる言葉 はむ しろ 「イテー」 であ った りす る。ai
とい う音連鎖 がe:へ と姿を変 え るとい う言語史 が、 ま さに リアル タイム
で我が身 の上で再現 されて いるわけであ る。
　 ほか に も、た とえば五十音図 の ワ行 を唱え ると、その音声 はwa、i、u、e、o
で あ る。 ワ行 とは理論 上wで 始 まる音節 を並 べ た もので あろ うか ら、期
待値 と してはwa、　wi、　WU、　we、　wOで あ って ほ しい ところであ る。それが
現 実 にはそ うはな らないのであ るか ら、 日本語 にはwの 消失 とい う歴史
的事実が あるら しい。予備知識 な しに、 い きな り五十音図を眺 めただ けで
も、 それ くらいの ことはす ぐに察 しがっ く。
　実際、現実の 日本語 を見て も、た とえばワ行五段動詞 の語幹末子音wが
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消えずにその まま出て くるのは、 そのあ とに母音 のaが 続 くときだ けのよ
うに見える。waraw-(笑う)の例でいえば、その活用形 はwara[w]-azu、wara
[]-i、wara[]-u、wara[]-e、wara[]-o:のごとくで ある。次 に来 る単音
が子音 で もwが 顕現 しない方言が もしあれば、wara[]-taのよ うな表示状
態 もまた十分 あ りうる。これ な ら現実のwara[t]-taまで、もう一息 だ。空
白部 には後続 の 七がそこを補完す ると考えればいい。 ワ行動詞の過去形が、
東京弁な どで、奇 妙に も促音便 の形 を とるとい うのはそ ういうことだ。
　 こ うして、wの 脱落 とい う言語史 が、現代 日本語 の上で、繰 り返 し リア
ルタイムで再現 されて いるらしいことがわか る。 それ はま るで、 カエルが
水の動物か ら陸の動物へ と進化 したその過程 を、 カエル 自身がオ タマ ジャ
クシか ら成虫への変態 によ って実証 して見せて いるかの ごと くで ある。
3.「東南」 か ら 「南東」ヘ ー方角名 の反転現象 一
　 ことば はいわば史実 の宝庫であ る。
音声面 はそ うだ として、それ以外 の言語現象で も同 じことが言え るのか。
　た とえ ば 「耳 ざわ り」 とい う単語 は、本来、聞 こえて くる音声 が不快だ
とい うことを伝 え る形容詞 の類で ある。 ところが、昨今 は、快不快以前 の
「音 の聞 こえ方 」 とい う意 味合 いで これ を用 い る人 もけ っこうい る。 「耳
ざわ りがいい」 などとい う言 い方がそれだ。 これ は、 そぼ くには、現代 日
本語 の中に、 「聞 こえて くる音声が不快 であ る」 とい う意 味での 「耳 ざわ
り」 と、 それ に加 えて 「音 の聞 こえ方」 とい う意味を も合わせ持っ 「耳 ざ
わ り」がいわば混在 してい る状況であ る。 しか し、多 くの人 はこれを、「耳
ざわ り」 とい う単語 の意味の変化 と見 なす であろう。後者 のよ うな使 い方
は昔 はなか った使 い方、 目新 しい用例 だ と見 なす人が多 いか らで ある。 そ
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して、実際それが事実なら、 これはまさに、同時代的な言語現象か ら言葉
の意味の変化がうかがい知れるケースの一例 となるだろう。
　 文法現象はどうか。
　 文法 というカテゴリーか らは外れるが、複合語の形成 という語彙面にも
史実を うかがい知れるケースはあるらしい。方角名における語順の反転 と
で も言 うべき現象にその一例を見ることができる。以下、特に話題に しよ
うと思 っているのはこのことである。
　 一般に、 日本語では東西南北の各中間位は、「北東」「北西」「南東」「南
西」 といったぐあいに 「北」や 「南」を先に して言 うのが通例である。た
とえば冬に吹 く西寄 りの北風のことは 「北西の季節風」であり、兵庫県南
部の大阪寄 りの地域を指すことばは 「兵庫県の南東部」 となる。
　 ところが、 日本語のボキャブラリーを広 く見渡す と、それなりに歴史の
ありそうな地名の類で、同 じ方位が、む しろ 「東」や 「西」を先にして言
う言い方 になっているように見える。 たとえば北陸を除 く本州北部の地域
は 「東北地方」であり、その地域で話 されることばは象徴的に 「東北弁」
と称 される。以下、時計回 りに、アジアの東端の南寄 りに位置する地域 は
「東南アジア」であり、 日本の西方に位置する九州の、その南部 に拠点を
もっ人々が中心 となって起こした明治時代の反政府動乱は 「西南戦争」 と
なり、某私立大学の校歌ではその学校の在 りかが 「みや この西北、早稲田
のもりは…」 と歌われる。
　いずれも昨日今 日にできたものではない、それなりの歴史を もつボキャ
ブラリーであろう。九州南端か ら台湾北東端の間に弧状に続 く島々を 「南
西諸島」 と称するのは、比較的新 しい造語によるものなのであろうか。 と
もあれ、概 して言えば、昔か らある複合語の類では、東西南北の各中間位
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は東西を先に して言 う言い方が主流のように見える。それが昨今は 「北西
の風」 とか 「兵庫県南東部」 とか言 うのであるか ら、東西南北の各中間位
を指す単語の上には、東西先行型か ら南北先行型へ という語順の反転現象
が起 こったということであろう。 よもや、単独では今 と同様、南北先行型
で言 っていたものが、複合語を作るときにかぎって、語順を反転 させると
いうことが行われたわけで もあるまい。たとえば 「男女差別」は、「男女」
という単語の語順 にどれほど抵抗感をもっ人で も、 これを 「女男差別」 と
は言わないだろう。「南東」 とい う単語の語順 も、それなりに伝統のある
既存の単語で 「東南アジァ」 となっているのであれば、単独で も 「東南の
風」 などと言 っていたにちがいない。そう考えて大過はないであろう。
4.言 語変化 の見方
　 こうして同時代的 な言語現象か ら言語史 に関する確実性 の高 い情報が得
られたな ら、あ とは議論 である。 この例で言 えば、同方角名が東西先行型
か ら南北先行型へ と変化 したのはいったいなぜか。 そんな論点で議論が進
んで い くのが大方 のパ ター ンとなるのであろ う。
　 ただ、筆者の経験で は、 なにが しかの現象を前 に して、不用意 に 「なぜ
か」 を問 うのは危険で ある。 「なぜか」 を問いた くな る状況で は、 しば し
ばそれ以前 に別 に問 うべ きことがあるか らで ある。す なわち、そ もそ もそ
の現象で、 ほん とうに起 こっていることとは何 か とい う問いがそれである。
　 た とえばいわゆ る ら抜 き言葉 に関す る議論 はその種 の ことが実感 で きる
事例 の典型 だ。 ら抜 き言葉 とは、「花子 は150キロの ス トレー トが投 げ ら
れ る」 のよ うな可能表現 にお ける述語形 「投 げ+ら れ」 が、 「投 げ+れ 」
へ と短縮す る例の現象で ある。字面で 「ら」が抜 け落 ちてい るように見 え
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る ことか らその名が あるわけだが、 この現象 を前 に して、 い きな り 「なぜ
か」と問 うの は拙速で ある。なん となれば、rareからreへ と語形短縮 す る
経路 には、ra抜きのほかにも、r(ar)eの括弧の部分が抜 け落 ちるというar
抜 きの可能性が あるか らで ある。 な らば、 この語形短縮現象 において、 ほ
ん とうに起 こってい るのはどち らかを まず は問 うのがす じであろ う。
　 しか も、 そ ういう問 い方 をす る ことによ って、安易 な ものの言 い方 を封
じこめ ることがで きる。 ら抜 き言葉 で起 こっているのは、 ほん とうの とこ
ろはra抜 きなのか、それ ともar抜 きなのか、などとい きな り問 われて も、
とりあえず はわか らない としか言 いよ うがないか らである。 だか ら、そ う
い う状況を打開 した ければ、 なにが しかの具体的な作業を地道 に行 うほか
はない。 ら抜 き現象 で言えば、 これ は一段動詞 で起 こる現象 だが、そ こだ
け見て いて も増 が開か ないか ら、五段動詞、 すなわち語幹が子音で終 わる
動 詞の方 に も目を転 じると、 その可能形 は、 「花子 は どん な速 いス トレー
トで も打て る」 の 「打 て(ut-e)」のよ うな形 にな っている。可能形 とは本
来、受身形 と同 じ形 を している もので あろう。同 じ 「投 げ+ら れ」 という
一段動詞 の述語形が、「柔道の試合 で太郎が花子 に投 げ られた」 の ごと く、
受身形 に もなるか らである。 それな ら、五段動詞 で も受身形 が 「太郎 がま
たホームラ ンを打たれた」 の 「打たれ(ut-are)」の ような形 を してい るの
な ら、可能形 もそれ と同 じ形で あって ほしいところであ る。 それが、現実
にはut-(ar)eのarの部分が抜 け落 ちたような形で しか人 の口にのぼ らない
とい うのであるか ら、 冒頭かかげた 「なにが起 こっているか」 とい う問い
に対す る答 えは もうこれ しかない。す なわち、 まずは五段動詞 の可能形 で
起 こった らしいarの 脱落現象 が、 ワ ンテ ンポ遅 れて一段動詞 の可能形 で
も起 こって いる らしい。 それが、 いわゆる ら抜 き言葉の本質で あると、 そ
　　　　　　　　　　　　　　　 一7一
文林　四十二号
う結論づ けられ ることにな る。
　 い ったい五段動詞 の 「V-are」とい う述語形 の上 に、可能形 に限 ってar
の脱落 とい う現象 が生 じたの はなぜか。 このへん まで来 ると、再 び 「なぜ
か」 という疑問が頭 を もたげて くるわ けだが、「なぜ」 を問いた くな ると
い うのは、す なわ ち、 自分が新 たなスター トライ ンに立 ったとい う暗黙 の
メ ッセー ジに ほかな らない。言 い換え れば、「なぜか」 と問 うて も、 す ぐ
には答 えなど出て こない とい うことだ。問 うべ きは、 もちろん、 この場合
も 「何 が」であ る。具体 的には、 そ もそ も受 身 も尊敬 も可能 も一手 に引 き
受 ける 「V-(r)are」とい う述語形 の本質 とはい ったい何 なのか。 その数 あ
る用法 の うち、可能形だ けが姿形 を変 えて分離独立す るというのは、人 が
脳裏 に宿 す言葉 の知識 とい う観点 か らは、 どうイメー ジされ るべ きものな
のか。 そのへん、拙 くとも尾形(2000)で述べ たよ うな方向 などで、現象
の内容 に察 しをつ ける作業 が進 め られ ることになる。
5.方 角名 の反転現象 の見方 一言語史論 の一例 一
　た とえば正月、七草 も過 ぎてカ ビだ らけにな った餅を見て、「なぜ餅 は
カ ビが生え るのか」 と問 うて も無駄で ある。餅 にカ ビが生 えるメカニズム
など、 にわか にわかろうはずが ないか らであ る。だか ら、問われた者 は、
「早 く食 べないか らそ うい うことにな るんだ」 と怒 って相手 を非難す る こ
とに もな る。
　言語現象 もまた、 自然現象の一種 な ら、本質的 にこれ となん ら変わ りは
ないはずであ る。 いきな り 「なぜか」 と問 うて も、 にわか に答 えなど得 ら
れない。言 い換 えれば、 問われ た者 がい きな り答え らしきものを述べて い
れば、 それは怪 しむべ きであ る。現 に上述 の ら抜 き言葉 はまさにそ うい う
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ことが経験で きるよいサ ンプルであ る。 この現象 にっいて、 にわかに 「答
え」 をほ しが って も無駄 であ る。 「なぜか」 と問われた方 は、 とりあえず
はわか らないと しか言 いよ うがないか らであ る。
　翻 って、問題 の方角名 の反転現象 は どうか。
　 もとよ り言語現象のすべてが 自然現象 とまで言 うっ もりはな い。方角名
の反転現象 にっ いて も、 これが人為 によるもので はないとい う保障 はない。
たとえば何百年か前、英語 などがnorth-east、north-west、south-east、south-
westのよ うな南北先行型 にな って いる とい う事実 を受 けて、今後 は日本
語 もそれ にな らえ、 という御上 のお達 しがあ ったとすれば、それ はまぎれ
もな く人為であ る。 もう少 し現実味 のあるところで、英語 などか らの直訳
語 が じわ じわ浸透 し、 いっ しか旧来 の東西先行型 を駆逐 して いった とすれ
ば、 それ もまた高度 に人為的であ る。 そ もそ も自分の母語 に 「東北」 とい
う言 い方があ るときに、 わざわざ外国語の語順 に合 わせて 「北東」 と翻訳
す るとい うのは、 いか にも不 自然 な所行だか らで ある。 それ はち ょうど、
「男女」 に相当する表現が、 ある言語 では 「女」が先 で 「男」 があとになっ
てい るという理 由で、 それを 「女男」 と翻訳す るよ うな ものであ る。常識
的にはあ りえないと言 うべ きであろ う。
　 もっと も、 それで もなお、 そ うい う議論 を指向す る向 きはあ るだろ う。
問題 は、 だか ら、証拠で ある。少 な くとも日常の素朴 な言語事実か らは証
拠が得 られそ うにないのであ るか ら、あ とは、それを求 めるところがあ る
とすれば、 いわゆ る過去 の文献 をおいて ほか にはないだろ う。
　 ただ、上述 の とお り、古文書 の類 はそ うそ う潤沢 にある もの とは言えな
い。 ない場合 も十分 あ りうる。 その場合 は、学説 だけあって証拠がない と
い う事態 に もな りかねない。証拠を提示で きな い主張 ほどむな しいものは
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ないだろ う。だか らとい って、 その種 の言説 をな してはな らないというこ
とには もちろんな らないわ けだが、そ うだか らこそ、 なお さ ら別の可能性
に も心を開 いてお くべ きであろう。すなわち、その可能性 とは、 もちろん、
この現象がだれ に強制 され るともな く自然 に発生 した現象 であるという可
能性 であ る。 そ して、か りにそ うな ら、例 によ って、 これにい きな り 「な
ぜか」 と問 うて もおそ らく無駄である。 自然現象 に 「なぜか」 と問 うて も、
にわか に答 えなど出て こないのが この世 の常 だか らである。問 うべ きは、
もちろん、 この場合 も 「何 が」 である。 すなわち、 問題の方角名が東西先
行型か ら南北先行型へ と言語変化す るにあた って起 こった出来事 とは、 ほ
ん とうの ところは何 なのか とい う、 そこを問題 にす ることであ る。
　 もっとも、東西南北 の各中間位 が東西先行型か ら南北先行型へ と変化 し
た、 とい う言 い方 をす るか ぎりは、現象の内容 自体 にっいて は、 それ以上
間お うとい う気 にはなれない ものであろ う。 そ こをあえて 「何 か」 を問お
うとい うので あるか ら一工夫 いる。工夫 といって も、方法 は上 の ら抜 き言
葉 な どですで に経験済 みだ。 すなわ ち議論 の前提 を疑 えばいい。「花子 は
剛速球が投 げ られ る」 の 「投 げ られ る」か ら 「投 げれ る」へ の語形短縮現
象 を受 けて、 いきな り 「なぜか」の話 に行 って しま うの は、起 こってい る
現象 は 「ら抜 き」 で決 ま りだ と、そ う決 めてかか って いるか らであ ろう。
だか らそ こを疑 う。見 た目は 「ら」が抜 け落 ちてい るよ うに見え るが、 ほ
ん とうにそ うだ と思 って いいのかと問いかける。現 にその ように問いか け
るか らこそ、この現象 には、「ら抜 き」の ほか に もar抜 きとい うもう一っ
の可能性 がある ことに気づ いた りもで きる。
　 問題 の反転現象 もこれ と同 じである。現象 の内容が、東西先行型か ら南
北先行型 へ と変化 した とい う言 い方で尽 きる もの な ら、 あ とは もう、 「な
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ぜか」 の話 に行 くしか ないわけだが、 この現象 はほん とうにそれ に尽 きる
ものだ と思 ってよい ものか。 そ こを疑 うことであ る。
　 この疑 いが、確か にそれを疑 うに値 する と実感 したければ、 もう一歩踏
み込 んで、その議論 を支え る暗黙の前提 に疑 いの 目を向 けるといい。 その
前提 とは、すなわ ち、いわゆ ることばは変化する ものだ とい うものである。
この前提 の もとでは、当該 の言語変化 は現象 自体 は何 らの驚 きの対象 に も
な らない。変化 す るものが現 に変化 しているだ けの ことだか らであ る。だ
か ら、 その場合 はすんな り 「なぜか」 の話 に行 って しまうわけだが、 ひと
た び 「ことば とは変化 しない ものだ」 とい う前提 に立 てば、現象 自体か ら
してすでに大 問題で ある。変化す るはずのないその ことばが、当の方角名
で は現 に語順変化 してい ると しか言 いよ うのない状況 を呈 して いるか らで
あ る。 しか し、 それで もなお、 ことばは本来変化 しない ものだ とい う前提
を維持す るな ら、 あとはもう、それに続 く話 はこれ しかない。 すなわ ち、
ことば はにわかに変化 した り しない。 それが、 ことばが変化 してい るとし
か言 いよ うのない現実 があるのであれば、 それは もう、何か別 の変化が起
こった ことによる結果 である。 問題 の方角名 が、東西先行型 か ら南北先行
型 へ と変化 した背景 には、何 か別 の変化 があ って、 それが結果 と してそ う
い うことばの変化 にっなが った もの らしい。 そんな見通 しでその後の議論
が進んで い くことにな る。
　実際、論点が これな ら、筆者 のよ うなものに も思 い当 たるところが一っ
あ る。方角名 の反転現象 にっなが るよ うななにが しかの変化が あ った とす
れば、それは もう、 これをおいて ほか にはないのではな いか。す なわち、
人が地理情報を認識す る際の、 その認識 の しかたにおける変化がそれだ。
　実際、 そ ういう見通 しを抱 きっっ、 どこぞの歴史資料館 に行 って、 中世
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とか近世 とかいった時代 に書かれたという古い地図を見ると、それ らは今
の地図 とはおよそ異質な ものになっている。以下、「描かれた龍野一絵図
の世界一』なる古地図集 とでも言 うべき文献資料を見なが ら説明すれば、
古い地図の何がちがうといって、山や丘の風景が地図上に描 きこまれてい
るところが今の地図とはちがう。遠 くに見える山々を描 くだけなら、それ
はたんなる風景画だが、それが地図以外の何 ものでもないことは、現代的
な平面図の部分が確かにそこには含まれていることか ら明 らかである。今
の地図風の二次元情報を提示 しなが ら、それ と同時に山や丘の起伏 といっ
た高さの次元をもそこに描 きこもうというのであるか ら、当然それは、あ
る種ね じれたような地図になる。直観的には、書 き手がおそ らく紙面を動
か しなが ら、見る角度を変えなが ら四方八方の山や丘を描き込んだのでは
ないかという、そんな図にそれはなっている。 あるいは、当該地域の地理
情報を立体的に再現 しようという意図がありありと感 じられるものにそれ
はなっていると言 ってもいい。
　以上要す るに、かって人々は、地図を描 く際、当該地域の地理を、立体
的 ・三次元的に認識 し、またそのように再現 しようとした疑いが濃厚であ
る。その疑いが、それを見れば確信に変わるという、決定的な証拠 もある。
それは、地図の四隅に書 きこまれた 「東西南北」の各文字が相互に織 りな
す配置のパ ターンである。手元の資料を見 るか ぎり、そのパターンには次
の二っがあり、事実上 この二っに尽 きるように見える。
　①　　　　北　　　　　　　 ②　　　　非
　　　圓　　　　　)曝　　　　　　 圏　　　　　峡
　　　　　　墨　　 　　　 　　 　　　 　 南
　今の地図だと、絶対 にこうはならないであろう。「東西南北」 の各文字
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をそれぞれ 「東」「西」「南」「北」の この角度でそれぞれ該当す る紙面の
四隅に書 きこむのが通例であろう。
　 それに対 して、上の①や② はどうか。当該地域の地理情報が立体的 ・三
次元的に意識されているのでなければ、こんなふ うには絶対 にならないの
ではないか。
　 直観 的に言えば、上 の文字配列のパ ター ンはまるで、 当該地域を四方か
ら囲 む見え ない壁 の上 にそれ ぞれの文字 を書 き記 した もの のよ うに見 え
る。地図 の書 き手が壁 の内側か ら文字 を書 き記 し、そのあ とその壁 を外側
に倒せ ば① のパ ター ンとな り、逆 に地図の書 き手が壁 の外か ら書 き込 みを
行 い、 そのあ とその壁 をそれぞれ内側 に畳 み こめば、 それが② のパ ター ン
になる という、 そ うい うことであろ う。
　 以上、要す るに、人が地理情報を認識す るその様式 には大 きく二 っのパ
ター ンがある らしい。すなわち、一 つ は、高 さの次元 まで含 めて立体的 ・
三次元的 に認識 し再構成 するとい うや り方 がそれであ り、一 つ は、高 さの
次元 を捨象 し、 それを二次元 の情報 に単純化 して再構成す るとい うや り方
が それであ る。それが、かっては前者 のや り方が と られていたのが、時代
の変遷 とともに、 いっ しか人 は後者の方法 を とるよ うにな ってい った ら し
い・ そ して、 そ うい う地理情報 の認識 の しかたの変容が、結果 として、例
の方角名の反転現象を引 き起 こした ものと推察 され る。
　 もっとも、 その よ うに して地理情報 の認識 の仕方 が変化す ると、 なぜそ
れが方角 名の変化 へ とっ なが るのか は、 そのか ぎりでは不明である。 とり
あえず はわか らない と しか言 いよ うがないわ けだが、思 い当たるところは
あ る。す なわち、対象 とな る地域 を三次元 的に再構築 す るというの は、言
い換 えれ ば、認識の主 が現 にいるその場所か ら意識 の上で離 れ きれて いな
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い とい うことで あろう。そ して、 そ うい う場合 は、実際 に目に見え るもの
か ら方角 を象徴す るもの として、東か ら出て西 に沈 む太陽の軌道がおのず
と人 の意識 にのぼ って くるので はないか。
　一・方、現代風 に地理情報 か ら高 さの次元 を捨象 し、縦 ×横 の二次元 へ と
単純化す るとい うことは、 そ ういう地面 への拘束か ら解放 されて、当該地
域 を もっぱ ら真上 か らスキ ャ ンす るとい うことにほかな らない。真上か ら
の地理認識 とは、 その行 き着 く先 は、地球 を地球の外か ら眺め るイメー ジ、
すなわ ち具体的 には地球儀 の姿 となる。地球儀 とは、 もちろん、太 陽の運
行 す るライ ンの作 る平面 に直交 す るライ ン、す なわち地軸 を基準 に、北 を
上、南 を下 に構成 され るものであ る。 太陽の軌道が、 日の出か ら日没 まで
の目に見え る範囲 のみな らず、 日没 か ら日の出までの見 えない部分 を も含
あた円周 として意識 され るよ うにな ると、人の地理認識 における基準 もお
のず と、 お天道様 の軌道 か ら、地軸 とい う目に見 えない ものへ とシフ トし
てい くもの と推察 され る。
　 こうして、地理認識 の様式 が東西基準型か ら南北基準型 へ と変更 されれ
ば、 あとは もう、それに伴 い、起 こるべ きことが起 こるだけの こととなる。
すなわち、以前 は東や西 を先 に して言 っていた方角名 を、 いっ しか人 は、
口々に北 や南 を先 に して言 い始 めるとい う、 そ うい う出来事が続 いてい く
ことにな る。
　 ともあれ、以上 の ことがか りに事実 な ら、 これを言語変化 と称す るには、
その本質 は、 あま りにもそれ以外 の ところにあると言 うほか はない。 それ
もそのはず、筆者 の経験 では、 ことば とは変化 しないところにその本質 が
ある もので ある。言 い換えれば、言語変化 としか言 いよ うのない出来事が
あれば、 それ は もう、 そ うい う事態を引 き起 こす何か別の変化が生 じて い
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る証 しである。 ら抜 き現象がそうだが、 この方角名の反転現象 もその仮説
になん ら違 うものではないと、そう筆者は考える次第である。
6.む すび
　 以上、方角名 の反転 とい う現象 を題材 に、不慣 れな言語史の議論を試 み
た。 もとよりそうい う専門家 に自分 もなろうというわけで はないが、ただ、
本文 で も述べ たよ うに、 ことばは一面史実 の宝庫 である。歴史上起 こった
らしい ことばの変化 が、繰 り返 し繰 り返 し、 リアル タイムで再現 されてい
るとしか言 いよ うのない現実が、同時代的 な言語現象 には充 ち満 ちている
か らであ る。 それを思えば、 自分 は言語史 は専門外、で は偽装 というか、
通用 しないところ も正直あ る。 そんな思 い もあ って、今回 あえて史実 とい
う観点 を前面 に出 した論述 を試 みた次第であ る。
　 もっとも、 内容的 にはだれ にで もわか る程度の ことをそぼ くに述べた ま
でである。 とりあえず現象 自体 はは っき りして いた。かって は 「東南 アジ
ア」 とか 「都 の西北」 といった ぐあいに東西先行型 で呼 び称 されて いた方
角が、 いっ しか 「兵庫県南東部」 とか 「北西 の季節風」 とい った ぐあいに
南北 を先 に して言 うよ うにな ったとい う、そんな言語変化が 日本語 では起
こった らしい。 ただ、 この事実を前 に して、 なぜ そ うい うことが起 こった
のかを説明せよ、 と言 われれば、 とりあえず筆者 などはお手上 げである。
複合語 の語順が反転す るなどとい うのは、管見で は見 た こと も聞いたこと
もない話だか らであ る。経験 した こともない出来事 に遭遇 して、 そのわけ
をにわか に解かれ と言 われて も、 そんな ことがで きよ うはず もない。
　 ただ、理 由が何 であれ、 そ もそ も言語 それ 自体 の現象 と して、複合語 の
語順 が反転す るなど とい うことが、 そ うやすやす と起 こりうる ものであろ
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うか。筆者の常識 では、 ことば とは本来変化 しない ものであ る。大根 の種
か らは同 じ大根 がで きるように、親 の世代 の もっ ことばの姿 は、原則、 そ
れ と同 じものが子 どもの上 に も発現す るとい うのが、筆者 の経験則 だか ら
で ある。 それ に もかかわ らず、 そ こには ことばの変化 と しか言 いようのな
い現実が あるのであるか ら、 それは もう、結 果的にそ うい う言語 の変化 に
っ なが るよ うな、何 か別の変化 が背景 にはあ ったにちが いない とで も考 え
るほか はない。
　実際、 そのよ うに論点 を設定 す るな ら、筆者のよ うな門外漢 に も思 い当
た るところがあ った。方角名の反転 にっなが るよ うな、 なにが しか の変化
があ ったとすれば、それは、地理認識の しかたにお ける変化をおいて ほか
にはない。案 の定、 どこぞの歴史資料館で、 中世や近世 の ころの古 い地図
を目にす ると、 それ らは今 の地図 とはお よそ雰囲気を異 にす る もの とな っ
て いる。今の地 図が、 もっぱ ら縦 ×横 の二次元 に関す る情報 だけを書 き記
そ うとす るものであ るの に対 して、古 い時代の地図 は、 それに加 えて山や
丘 などの起伏、すなわち高 さの次元の情報 を も平面上 に書 き込 もうとい う
意図が はっきり見て取れ る もの とな っているか らである。 どうや ら地理 の
認識 の しかたは、かっては三次元空間を再現す るよ うな様式 であったのが、
いっ しか高 さの次元を捨象 した二次元的な ものへ と単純化 してい った もの
らしい。 そうい う地理 の認識法 における大 きな変容が現 にあ ったか らこそ、
結果 的に、方角名が東西先行型か ら南北先行型 へ と反転す るなどとい う、
ある種大 それ た言語変化 も生 じ得 たにちが いない。本編 で述べ たことをま
とめれば、 ざ っとそんな ところにな る。
　 もっとも、 そのか ぎりで は議論 はよ うや くスター トライ ンに立 った とい
う程度 のことである。上 のよ うな見方を取 ることによ って新たに生 じる無
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数 の 「なぜ」が その何 よ りの証左 である。
　 た とえば、地理の認識法が三次元的な ものか ら二次元的 な ものへ と変化
した というのがか りに事実 だ と して、 そ もそ もそのよ うに地理 の認識 の仕
方が変化 したの はなぜか。 そ うい う地理認識 の様式 に変化 が生 じると、 そ
れがなぜ、結果的 に、方角名の反転 とい う言語変化へ とっ なが るのか。地
理認識 におけ るその種 の変化 は、察す るに、「世界 が狭 くな った」 ことと
無関係 で はないだ ろうが、それな ら世界史 の流れ上、 どの地域 に住む どの
民族 に も似 たよ うな ことは起 こりうるはずで ある。 なの に、 た とえば中国
人留学生 の話 によ ると、北京語で は同方角名 は現代語 で も東西先行型 をと
るとい う。 これ も謎であ る。 まさか中国人 の地理観がいまだに非近代的な
ままにとどま って いる、 とい うわけで もあ るまい。
　 いずれの論点 も一朝一夕 にどうこうなるよ うな もの とも思 えないが、 と
もあれ今後 のこともある。少 な くと もそのよ うに課題が山積 して いること
だ けは、心 にとめてお くことに しよう。
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